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下大和田・小山町谷津田だより －2025 年２月 No.276 号－ 

【活 動 報 告】 
＜下大和田での活動＞ 写真：田中正彦 

第 300回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い 2025 年 １月 ５日（日）晴れ   報告：田中正彦 
今回は 300 回目の観察会でした。2000 年２月 20 日に第 1 回目の観

察会を開催してから 25 年。一度も欠かさずに毎月実施できたのも、

ここに生命をはぐくむ豊かな谷津田・里山があったからと感謝してい

ます。昨年は開発問題に揺れたこの谷津田ですが、子どもたちに受け

継いでいくためにはどうすればいいのか考え、実行していきたいと思

います。 

この日は、集合場所から鹿島川本流の合流点まで、野鳥を中心に観

察していきました。歩き始めてすぐに上空を優雅に舞うノスリが出

現。幸先の良いスタートでした。時々アオジやカシラダカが姿を見せ

ましたが、いつになく野鳥の数が少ない状況でした。道沿いに張り出

した木の枝が伐採されていたり、ピンク色のテープが張られたりして

いたので開発のための目印かと心配しましたが、道路公団のコーンポ

ストを見つけて、これが高速道路沿いの樹木の手入れのためだと分か

りました。 

藪こきをしながら１時間ほどで鹿島川本流に着き、来た道を引き返

しました。最後にフユイチゴの実を味わい記念写真を撮影してこの日

の観察会を終了しました。なお、この日観察できた野鳥は 19種でした。 

              参加者１４名（大人１１名、大学生１名、小学生１名、幼児１名） 

     

森と水辺の手入れ「復田Ⅶと森の草刈り、餅つきの準備」2025 年 １月１８日（土）晴れ 

報告：平沼勝男 
風もなく気持ちの良い青空でした。風もない作業日和に、いつもの

仲間たちと下大和田で作業をしました。まずは人数を二つに分け、一

方は復田、もう一方は森の草刈りと明日のお餅つきの準備です。復田

はいつものごとくスコップでアシの根を切り、エンジンポンプで水圧

をかけながら取り除くレンコン方式です。 

お餅つきの準備は小屋に収納された臼と杵、そしてせいろ等の洗浄

です。これらは一年間小屋に放置されていた為ほこりだらけでした

が、見違えるようにきれいになりました。火をたくかまども小屋の奥から出しました。これで明日は楽しい

お餅つきができるでしょう。余った時間で森の手入れや、旧 YPP田んぼの畔の修復をしました。畔の補修は

アカガエルの産卵の準備です。少ない人数でしたが、皆効率よくテキパキ働いたため多くのことができまし

た。                         参加者 ７名（大人６名、大学生１名） 

                  

第 307回 下大和田ＹＰＰ「新春もちつき大会」2025 年１月１９日（日） 晴れ後曇 報告：平沼勝男 
毎年、最初のイベントと言えばどんど焼きでしたが、昨年はお米つくり

をしていないことから、今年はお餅つきだけにしました。場所も今まで

とは違い、東屋やブランコのある森の中。火をたく場所だけは安全管理

上すぐ下の道路の上。コンパクトですが使い勝手の良いお餅つき会場に

なりました。 

３つのかまどを用意。火をつけて湯を沸かしてもち米を蒸し、野菜たっ

ぷりの味噌汁をつくりました。もち米は約４升を用意。２回に分けて蒸

しあがる順にお餅つきをしました。食べ方はあんころ餅、きな粉餅、磯

辺焼き、大根おろし、刻んだねぎの入った納豆、どれも美味しかったで

す。つきたてのお餅は良いものですね。野菜たっぷりのお味噌汁も大好

評でした。野菜はたくさんのご寄付がありました、これもありがたかっ

たです。    参加者３０名（大人２２名、大学生１名、高校生１名、 

小学生２名、幼児４名）  
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 ＜小山町での活動＞ 

☆第 232 回 小山町 YPP「田んぼの手入れ」 2025年 １月１９日（日）くもり 報告：高山邦明 

新年に入って人家に近い田んぼにイノシシが入り込んであぜを掘り起こしています。山に餌がなくなって土の中

のミミズを探しているのでしょうか？ そこでひどく荒らされた小学校田んぼのあぜの補修をしました。掘り返され

た場所だけでなく、やせたあぜに田んぼの泥を盛り上げました。大変な作業ですが、いつものメンバーに加えて初

めての参加者もあり、にぎやかに広い範囲の補修ができました。そう、途中でカワセミが 1 羽やってきて近くの杭

に止まって作業を眺めていました！ 後日、上げた泥の上にたくさんのイノシシの足跡があり、依然として訪れ続

けているようです。                             参加者８名（大人８名） 

【谷津田・季節のたより】 2025年 １月 

＜下大和田町＞ 報告 平沼勝男 

1/ 2 年が明けた２日の早朝、下大和田の田は薄く氷が張っていました。曇り空でやや霧がかかっていまし

た。寒い朝ですが、野鳥との出会いが楽しみです。ヒヨドリの鳴き声があちらこちらから聴こえ、道の先

にはアオジが数羽でていました。あたりの森からはウグイスの地鳴き、独特なカケスの鳴き声、時より 

ジョウビタキの声がします。シジュウカラやエナガの群れを観ました。群れというとカシラダカの群れ

の数が少ないことが気になります。やぶのすぐ隣から突然キジが飛び立ち驚くことが２度ありました。

最初は美しいオス、２度目は地味で目立たないメスと幼鳥の２羽でした。この日に出会った、または声を

聴いた野鳥は 16種類でした。 

  ＜小 山 町＞ 報告 た：たんぽぽ  高：高山邦明 
1/ 1 セイタカアワダチソウが花をつけたまま年を越す（高） 1/ 5 小山初雪パラパラ（た） 

1/ 7 メジロがコナラの樹液を吸いに来ていた（高） 1/ 9 ジョウビタキがリョウブの実を食べる（高） 

1/13 ヤマドリが長い尾をひらめかせて谷津を渡る、モズが激しい警戒の声を上げているので近づくとオオ

タカらしき猛禽が飛び立つ（高） 

1/16 シジュウカラとヤマガラがクズの実を食べていた（高） 1/19 モズがセグロセキレイを襲うが失敗（高） 

1/22 水場にタヌキ、水を飲み間近で写真撮っても気付かず（た） 1/23 フクロウの声、近くと遠、2羽以

上がコミュニケーションとっているよう（た） 1/24 リスがスギの梢をせわしなく渡り歩いていた（高） 

1/25 ノスリが人家の後ろから飛び出し、ひらひらと谷津を超えて飛び去る（高） 

1/26 いつも飛び去るのを見てすぐ近くにいたことに気づいていたタシギだが、ようやく逃げられる前に姿

を発見。見事なカモフラージュ！（高） 

1/27 カワセミ鳴きながら大椎小田んぼ前の木にとまる、例のタヌキ?顔合わせてもその場でうろうろ、目が合っ

ても逃げず（た） 1/30 オナガ飛来（た） 1/31 今季はじめてツグミの姿を見る。記録的に遅い初認（高） 

【イベントのお知らせ】主 催：ＮＰＯ法人 ちば環境情報センター 

連絡先：小西 TEL.090-7941-7655 , E-mail ： yatsudasukisuki@gmail.com 
＜下大和田谷津田＞  

・森と水辺の手入れ「復田作業Ⅷ・Ⅸ」 

日 時：2025年 ２月 ８日（土），１６日（日） ９時 45分～１２時 雨天中止  

内 容：来年の米づくりに向けて、休耕田の復田作業を行います。森の手入れも行います。 

持ち物：長靴、長袖長ズボンの服装、軍手、帽子、飲み物など  参加費：無料 

・第 302 回 観察会とゴミ拾い  
日 時：2025年 ３月 ２日（日） ９時 45分～１２時 雨天決行 

内 容：冬鳥の観察を中心に、鹿島川合流部まで巡ります。ニホンアカガエルの卵塊調査もします。  
持ち物：筆記用具、飲み物、長靴、帽子、ゴミ袋、弁当、敷物  参加費：100 円 
・第 308回 下大和田ＹＰＰ「野草を食べる会」（予告） 
日 時：2025年 ３月２９日（土） ９時 45分～１２時 

場 所：下大和田谷津田 

内 容：下大和田に生育する「食べられる野草」を採取、てんぷらやお浸しなどにして春の恵を味わいます。 

持ち物： 動きやすい服装、長靴、お弁当、お椀、飲み物、敷物など。 

参加費：３００円（小学生以上） 

＜小山町谷津田＞ 

▼第 233回 小山町 ＹＰＰ「田んぼの手入れ」 
日 時 ：2025年 ２月２２日（土） 10時 00分～ ☆小雨決行 
内 容 ：米づくりに向けて、あぜなど田んぼの手入れを継続します。 
場 所 ：小山町谷津田 ※ 参加ご希望の方は、赤シャツ親父 (e-mail; tomizo_i@nifty.com)までご連絡下さい。 
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